
交通環境の整備

担当課 市民活動支援課・土木課・市街地整備課・管理用地課

課題解決の
方向性

　増加する高齢者の交通事故被害者を減らすため、出前交通安全教室や安全講話等を実施するとともに、警察・
交通安全協会等の交通関係機関や団体と連携を図り、各種交通安全対策を推進します。また、人と車が安全で円
滑に通行できる道路や施設など、道路交通環境の整備を推進します。
  歩道の整備により、安全で安心な歩行空間の確保を図るとともに、交通安全施設の新設等により、交通の円滑
化と安全性の向上を図ります。
　木更津市金田駐車場については、スムーズなパークアンドライド機能のための再整備に取り組み、木更津駅前
西口駐車場については、適正な維持管理に努めます。

(２)主な取組

概要

・自転車駐車場の適切な管理・運営と有効利用を促進し、放置自転車に対して、警告や撤去等を実施するととも
に、マナー等の啓発活動に取り組みます。
・安全な歩行空間を確保するため、歩道や交差点の新設・改良を行います。また、道路照明や警戒標識などの交
通安全施設の整備を行うとともに、自転車通行空間の整備を図ります。
・木更津市金田第１駐車場は、土地区画整理事業の進捗状況に合わせた再整備に向け、県所有地等の用地確保に
努めます。
・木更津駅前西口駐車場については、適正な維持管理を行うため、必要な修繕を実施します。
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名称 交通安全の推進と意識の高揚

担当課 市民活動支援課

概要
・現在実施している交通安全教室等を関係団体と連携し、高齢者も対象として実施するとともに、各種啓発活動
を積極的に推進し、歩行者や運転者等が交通マナーやルールを正しく守るよう、交通安全意識の高揚を図りま
す。

№1

名称

現状と課題

　市内の交通事故発生件数は減少していますが、高齢化社会を迎え高齢者の交通安全対策が課題となっていま
す。
　金田西特定土地区画整理事業の進展に伴い、木更津市金田第１駐車場の再整備に向けた用地確保が必要となり
ます。
　木更津駅周辺については、放置自転車により歩行者の安全性確保や、景観へ影響を及ぼしています。また、木
更津駅前西口駐車場は、老朽化の進行が懸念されています。

基本方向 （１）安心・安全でいきいきとした暮らしづくり 基本政策 ４）生活安全の充実

（１）施策

名称 ０９　交通安全対策の充実

目標
　道路交通環境の整備や交通安全意識の高揚等の交通安全対策を推進し、交通事故発生件数の減少をめざしま
す。

施策・主な取組シート

1/2



市民活動支援課

概要
・交通事故による被害者を救済するため、交通事故時に見舞金が給付される共済制度である交通災害共済の加入
促進と、交通事故相談員による事故相談を行います。

4,884人
(平成29年度）

5,860人
現状値から約20%増加を目標値と
します。

施策目標の実
現に関する指

標

指標 現状値(H30) 目標値（H34) 設定の考え方

交通安全教室の参加人数
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名称 被害者救済制度の充実

担当課
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